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彼女は背が低くふくよかで、黒い髪と目をした女性だった。 

彼女は 1年間ホッジペッサリーを身につけていた。 

彼女はペッサリーなしでは家事をすることができなかった。 

私はペッサリーを外して、１週間くらい毎日私のオフィスに来てほしいといった。 

私は、彼女に乳糖を与えて、彼女を診察し、症状を書きとめた。 

1週間が終わるまでに、私はその病気の特性を表した症状を得たと確信した。 

 

もっとも著しい特徴は彼女の精神状態だった。 

彼女は、自分の気がくるってしまうことを恐れていた。 

彼女は頭が狂っているような、激しい考えで混乱して、集中することができなかっ

た。 

 

身体的には、子宮脱。 

子宮は、押し下げられるように痛み。 

その痛みは、まるですべてが出て行ってしまうかのようで、外陰部を押さえていなけ

ればならない。 

 

その痛みは、足を組むと楽になる。 

 

彼女は RX 30c.を１日水に入れて摂って、それから乳糖を１週間摂った。 

 

彼女は元の位置にペッサリーを使わなくても動物園を歩き回れるほどとても改善し

た。 

 

彼女は RX200c.を数包家に持ち帰った。 

彼女が再び困難を感じた時に使うように。 

 

1年後、彼女は 1包摂って、他は十分注意して保管していると私に手紙を書き送ってき

た。 

この最近のケースのおかげで、治療の支払いがすべてされた後に、私は 50ドル小切手

をもらった。 

 

夫は支払いに行った中で一番安い医療費だったと言った。 

ある婦人科医は 200 ドルの領収書を出したが、これは“病気の費用”の一部でしかな

かった。純粋なホメオパシーを行うのは割に合わないのかもしれないが、それが誠実

なやり方である。 

 


